
子ども・子育て支援について

県と市町村が連携して取り組む

令和６年２月
福祉子どもみらい局



１ 令和５年度６月補正事業 ８億6,068万円（うち 基金活用額 5.7億円）

基金を活用事業について、国の動向を注視し、国の支援との役割分担を考えながら、市町村と調整して
打ち出し

・結婚施策の打ち出し
・ガチトークから出た「手ぶらで保育」など

・ＬＩＮＥ子育てパーソナルサポート
・子育て世帯向け県営住宅、子ども食堂など

２ 令和５年度９月補正事業 2,988万円（うち 基金活用額 2,988万円）
さらに 「子育てを社会で支える」という社会の意識改革、機運醸成に取り組んでいく

社会全体で、子ども・子育てを

応援する機運醸成
第３の柱

あたたかいコミュニティの創出第２の柱

結婚・妊娠・出産・育児の
切れ目ない支援

第１の柱

令和５年度の取組状況

・こどもまんなか機運醸成事業
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子ども・子育て施策の更なる充実に向けて

【異なるニーズに寄り添う事業】
・ ②子ども・子育て係る市町村提案事業

令和５年度

○ ７月27日 市長会議
○ ７月31日 町村長会議

令和６年度の取組の方向性
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○ ７月～８月 33市町村を訪問し、
子ども・子育てに関する意見交換

○ 11月９日 かながわこどもまんなかミー
ティング

【様々な課題に対応する事業】

・①市町村手続きのデジタル化

・私立幼稚園等の子育て機能強化

・放課後児童クラブの整備・利用料支援

・こどもの居場所づくり

・私立高校等の学費支援拡充 他

【市町村との意見交換】



生後５日目のお子さまのい
らっしゃる方向けの情報で
す。

生まれてすぐのお子様に予
防接種などの情報をお送り
します。

パーソナルにプッシュ
配信！

出産したらすぐに必要な手続き
の情報をお送りします。

詳しくはこちら

児童手当

住所

氏名

生年月日

申請

申請受理！

令和５年度の取組 令和６年度の取組

①「かながわ子育てパーソナルサポート」市町村申請手続きデジタル化支援
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市町村電子手続きデジタル化支援事業
かながわ子育てパーソナルサポートを通して、スマートフォンでの
行政手続きを可能とするため、各市町村が行う電子申請システム
の構築費を補助
予算額：５，０００万円（市町村システム構築費）×１/２（県負担割合）
×４市町村＝1億円



②子ども・子育てに係る市町村提案事業
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地域ごとに異なるニーズに
寄り添う事業が必要

子ども・子育てをめぐる課題意識は、
地域や市町村の規模等で、様々に異なる！

人口が増え、保育所、放課後の受け皿
対策が急務

出生数が急激に減り、人口増加策が必要

出ていった若者を住宅補助で呼び戻したい

人口増に伴い増加した障害児を支援したい

給食費無償化や予防接種費用を補助したい

子ども・子育ての充実に係る市町村提案事業

市町村が既存の補助制度では対応できないニーズ
を支援するための事業費を補助

予算額：
１，０００万円（市町村事業費）×１/２（県負担割合）
×１０提案＝５，０００万円

＜市町村訪問で寄せられた意見＞

令和６年度



②子ども・子育てに係る市町村提案事業

6

≪事業費 ５，０００万円≫

補助対象事業（想定） ＜補助率 １/２＞

補助対象事業 対象範囲等

①地域課題解決型事業
当該自治体における子ども・子育て支援に係る重要課題解決につ
ながることが期待される事業

②全県先駆的モデル事業
全県的な共通課題に対して、他の市町村への波及効果のある、ま
たは先進的なモデル事業

③広域連携による課題解決事業
他市町村との連携協力により、地域の子ども・子育て支援の充実が
図られる事業

④企業等連携による課題解決事業
企業やNPO等と新たに連携・協働することで、地域課題解決への効
果的な取組を行う事業

⑤既存施設の多目的化事業
保育所や高齢者施設等を子どもの居場所として活用するなど、既存
施設と人材を活用して地域資源を創出する事業




